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 導電性接着剤は，高分子マトリックス中に金属や炭素などの導電フィラーを分散させた複合

材料とみなすことができる．最近では FIB-SEMによる観察結果に基づき，実際の導電性接着剤

試料におけるフィラー分散状態の 3 次元モデル化も行われるようになり，実測の微細組織に基

づいたモデル解析も可能になってきた 1)．しかし，一般の電気的特性や機械的特性の解析には，

均一な高分子マトリックス中にフィラーが分散すると仮定した巨視的モデル化が行われている．  

しかし，導電性接着剤の基本物性はバインダ配合成分やフィラー表面処理剤などの化学的因

子の影響を受けて変化する 2)ことが知られている．我々の研究グループにおいても，Ag系のみ

ならず，Cu 系，Ni 系など様々な金属フィラーと界面に存在する化学因子の間で引き起こされ

る界面化学現象を積極的に利用することにより，導電性接着剤の電気的特性・信頼性の改善や

微細組織制御を行うことができることを明らかにしてきた． 

本講演では，導電性接着剤のバインダの分子レベル状態や，配合成分とフィラーの界面相互

作用の解析のひとつの手法として，パルス NMR法 3)の適用を検討した研究を紹介する．試料中

に存在する分子の運動性は周囲の成分やフィラー表面との相互作用により変化する．この分子

の運動性はパルス NMR法で得られるスピン－スピン緩和時間に反映される 4)ので，導電性接着

剤の分子レベルの描像を考察するための有効な情報が得られると期待される． 

いくつかのモデル導電性接着剤を用いた基礎実験の結果，パルス NMR 測定により，キュア

前のペースト中での界面状態だけでなく，キュア中の界面領域での構造変化に関する情報が得

られる可能性が明らかになった．さらに，自由減衰振動法－電気抵抗同時測定によるキュアプ

ロセス解析結果と組み合わせることで，巨視的なスケールで観測される硬化反応挙動や電気抵

抗変化を微視的なスケールでの高分子構造変化と関連付けて議論できると期待される．  
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